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■
議
案
第
55
号　

健
康
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
・
健
全
な
地
域
社

会
を
育
む
条
例
に
つ
い
て

　

基
本
理
念
を
定
め
、
市
民
・
事
業
者
等
の
役
割
や
市
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
公
衆
衛
生
の
力
を
高
め
、
健
康
な

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
・
健
全
な
地
域
社
会
を
育
む
た
め
に
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

定
義
で
市
民
を
明
記
す
べ
き
と
い
っ
た
意
見
や
、
し
な
く
て

も
よ
い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
条
例
の
趣
旨
の
周

知
や
目
標
と
す
る
地
域
社
会
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と

か
ら
、
意
見
の
一
致
を
見
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
業
務
委
託
先
の
選
定
に
つ
い
て

　

松
東
校
下
３
か
所
で
運
営
し
て
い
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
を
令
和
３
年
４
月
か
ら
統
合
す
る
に
あ
た
り
、
業
務
委
託

先
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
選
定
す
る
も
の
で
す
。

　

既
存
の
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
市
や
地
域
に
密
着
し
た
団
体

が
運
営
を
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
考
の
際
に
、
利
用

者
や
地
域
に
対
す
る
配
慮
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
こ
ま
つ
認
知
症
ほ
っ
と
け
ん
S
O
S
ネ
ッ
ト
捜
索
模
擬
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て

　

市
で
は
、「
こ
ま
つ
認
知
症
ほ
っ
と
け
ん
S
O
S
ネ
ッ
ト
」
を
整

備
し
て
お
り
、
今
回
新
た
に
登
録
さ
れ
た
市
内
郵
便
局
の
方
々
等

と
捜
索
支
援
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
訓
練
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
者
の
拡
大
に
つ
い
て
、
す
で
に
消
防
団
員
の
研
修
や
役

員
会
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
訓
練
や
消
防

出
初
め
式
で
も
周
知
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
56
号　

小
松
市
い
の
ち
を
守
る
防
災
・
減
災
推
進
条

例
に
つ
い
て

　

経
験
の
な
い
甚
大
な
災
害
等
に
備
え
、
防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、「
オ
ー
ル
こ
ま
つ
」
で
防
災
減
災
ひ
と
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
理
念
条
例
で
す
が
、
今
後
と
も
理
念
条
例
を
制
定

す
る
際
は
、
内
容
を
解
釈
し
や
す
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
明

記
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
58
号　

小
松
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

「
小
松
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
２
０
１
５
年
に
制
定
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
、
今
回
改
訂
さ
れ
ま
す
。
人
口
目
標

は
現
状
の
展
望
に
比
較
し
５
千
人
以
上
、
上
回
る
目
標
で
あ
り
、

今
後
と
も
分
析
を
し
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
16
回
ふ
る
さ
と
小
松
検
定
の
実
施
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
17
年
度

か
ら
「
ふ
る
さ
と
小
松
検
定
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
愛
と
、
商
業
の
学
習
に
結
び
つ
く
す
ば
ら
し
い
取
組
で

あ
る
の
で
、
全
面
的
に
応
援
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

■
請
願
第
２
号　

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
・
調

印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
に

つ
い
て

　

当
問
題
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
及
び
世
界
各
国
で
議
論
さ
れ

て
お
り
、
重
要
な
問
題
で
す
が
、
動
向
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
と
の
判
断
か
ら
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

キ
ー
プ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
入
場
定
員
ハ
ー
フ
作
戦
協
力
金
等
の

経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
補
助
率
の
引
き
上
げ
等
で
、
多
く
の

事
業
者
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
も
地
域
経

済
の
動
向
を
注
視
し
、
事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
を
講
じ
る
よ

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
発
生
に
つ
い
て

　

9
月
2
日
に
市
内
在
住
の
方
が
ク
マ
に
よ
り
怪
我
を
し
た
た

め
、
今
年
度
2
回
目
の
「
ク
マ
出
没
警
報
」
を
発
令
し
た
も
の

で
す
。
発
生
現
場
付
近
に
は
注
意
看
板
を
設
置
し
、
防
災
無
線

等
で
情
報
発
信
を
行
う
も
の
で
す
。

■
木
場
潟
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

木
場
潟
へ
の
関
心
や
理
想
像
等
の
把
握
の
た
め
水
草
と
親
水

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

木
場
潟
の
環
境
改
善
、
水
質
浄
化
に
い
か
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
や
、

今
後
も
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
・
パ
ラ
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
等
の

開
催
に
つ
い
て

　

先
日
、
木
場
潟
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
選
手
権
大
会
等
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
選
手
等
、
約
８
０
０
名
が
小
松
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
大
会
に
お
い
て
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
運
営
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

今
大
会
や
来
年
開
催
の
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
、
感
染
防

止
対
策
を
積
み
重
ね
、
安
全
な
環
境
下
で
す
ば
ら
し
い
大
会
が

多
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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■
小
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

　

高
齢
者
を
、
い
か
に
行
事
に
参
加
さ
せ
る
か
が
課
題
で
あ

り
、
会
へ
の
加
入
が
、
今
は
大
変
難
し
い
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
っ
て
も
年
齢
差
が
大
き

く
、
趣
味
や
嗜
好
が
違
う
の
で
、
会
を
分
け
る
こ
と
や
、
組

織
を
出
会
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

　

問
題
を
抱
え
る
家
庭
の
多
く
は
地
域
と
の
関
連
性
が
薄
い

こ
と
か
ら
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
な

対
策
が
必
要
と
い
う
意
見
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
仕
組
み
を
も
っ
と
活
発
に
後
押
し
す
る
と
良
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、“
生
き
が
い
”
が
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
ま
し
た
。“
生
き
が
い
”

を
ど
こ
で
得
ら
れ
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
に
つ
な
が
る
制
度
を
創
設
・
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
今
後
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
存
在
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

時
代
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
で
の
活
用
、

防
災
や
健
康
サ
ポ
ー
ト
の
実
益
も
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
、
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
佐
々
木
紀
氏
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
経
営
人
材
等
の
往
来
が
優
先

で
あ
り
、
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
観
光
地
の

魅
力
ア
ッ
プ
と
、
県
内
・
域
内
観
光
に
よ
る
経
済
の
活
性
化

が
必
要
で
す
。
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る
域
内
観
光
を
、

状
況
を
見
て
全
国
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
新
し
い
旅
の
形

に
繋
が
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
幹
線
小
松
駅
開
業
に
つ
い
て
「
か
が
や
き
」
の
停
車
駅
は
、

ダ
イ
ヤ
決
定
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
す
が
「
新
幹
線
で
小
松
に

行
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
切
で
す
。
空
港
と
駅
が

近
く
、
観
光
資
源
豊
富
な
小
松
市
は
「
か
が
や
き
」
停
車
の

可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
が
、
地
元
の
機
運
を
高
め
、
誘

致
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

並
行
在
来
線
に
つ
い
て
「
金
沢
―
和
倉
温
泉
」
間
は
、
Ｊ

Ｒ
が
特
急
列
車
を
運
行
し
て
お
り
、
金
沢
以
西
延
伸
後
も
運

行
見
込
み
で
す
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
人
材
育
成
等
、
課
題

も
あ
り
ま
す
。「
大
阪
」
ま
で
延
伸
す
れ
ば
、
関
西
圏
の
利
便

性
を
維
持
し
、「
金
沢
―
和
倉
温
泉
」
間
の
特
急
も
維
持
で
き

る
の
で
は
と
い
う
見
解
も
あ
り
ま
し
た
。

　

南
加
賀
の
温
泉
地
の
現
状
調
査
に
つ
い
て
、
今
後
、
感
染

症
対
策
が
入
り
込
み
客
に
影
響
す
る
の
で
は
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
リ
モ
ー
ト
視
察
を
行
い
、
調
査
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
小
松
基
地
に
お
け
る
訓
練
計
画
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
小
松
市
民
に
と
っ
て
関
心
の

高
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な
情
報

提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
小
松
空
港
定
期
路
線
の
運
航
状
況
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
国
内
線
の
７
月
の
利
用

状
況
は
前
年
同
期
と
比
較
し
て
22
・
5
％
と
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
低
水
準
の
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
国
際
線
は
現
在
も
全
便
運
休
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
冬
ダ
イ
ヤ
の
運
航
に
お
い
て
も
、
依
然
厳
し
い
見
通
し

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
国
県
と
綿
密
に
連
携
を
と
り
、
情
報
収
集
に
努

め
て
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
県
立
航
空
プ
ラ
ザ
及
び
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

　

航
空
プ
ラ
ザ
の
入
館
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
８
月
ま
で
で
３
万
１
千
人
余
と
、
昨
年
度
よ
り
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
小
松
空
港
エ

ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
で
運
営
す
る
「
空
の
駅
こ
ま
つ
」
と

「
空
カ
フ
ェ
」
の
売
り
上
げ
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
５
月
で
、
前
年
比
1
割
程
度
と
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
が
、
６
月
以
降
は
持
ち
直
し
、
７
月
か
ら
８
月
で
は
４
割

か
ら
５
割
近
く
ま
で
回
復
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
空
港
利
用
客
の
利
便
性
の
た
め
、
国
県
と
の
情

報
共
有
、
補
助
金
等
の
情
報
入
手
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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◆9月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（4件）

第51号 令和２年度小松市一般会計補正予算（第８号） 可決

第52号 令和２年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

第53号 令和２年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

第54号 令和２年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第４号） 〃

条例案

（3件）

第55号 健康なこころとからだ・健全な地域社会を育む条例について 〃

第56号 小松市いのちを守る防災・減災推進条例について 〃

第57号 小松市美術品購入基金条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案

（12件）

第58号 小松市都市デザインについて 〃

第59号 南加賀広域圏事務組合規約の変更について 〃

第60号 小松加賀環境衛生事務組合の解散について 〃

第61号 小松加賀環境衛生事務組合の解散に伴う財産処分について 〃

第62号 字の名称の変更について 〃

第63号 工事請負契約について 〃

第64号 財産の取得について 〃

第65号 財産の取得について 〃

第66号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第68号 令和元年度小松市公営企業会計決算の認定について 認定

第69号 令和元年度小松市公営企業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

第71号 公平委員会委員の選任について 同意

議員

提出議案

（3件）

第 9 号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 可決

第10号 医療機関等の経営安定化を図る財政支援の拡充を求める意見書 〃

第11号 台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への参加を求める意見書 〃

その他案件
（1件）

議員の派遣について（石川県市議会議長会研修「市町村議会議員特別セミナー」（参加）） 〃

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ 無会派

議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

杉
林
　
憲
治

表
　
　
靖
二

宮
川
　
吉
男

出
戸
　
清
克

吉
本
慎
太
郎

梅
田
　
利
和

南
藤
　
陽
一

東
　
　
浩
一

岡
山
　
晃
宏

竹
田
　
良
平

宮
西
　
健
吉

川
崎
　
順
次

二
木
　
　
攻

吉
村
　
範
明

橋
本
　
米
子

円
地
　
仁
志

片
山
瞬
次
郎

新
田
　
寛
之

木
下
　
裕
介

吉
田
　
寛
治

その他議案

（2件）

第67号　令和元年度小松市歳入歳出決

算の認定について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

認
定

第70号　教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
同
意

請願（1件）

第2号　「日本政府に核兵器禁止条約に参

加・調印・批准を求める意見書」の提出

を求める請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ×
不
採
択

※高野哲郎議長、新田寛之副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。高野哲郎議長は採決には加わりません。
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　議会だよりは、定例議会開催ごとに発刊させていただいておりま

すが、紙面に限りがあり、議場で行われている議員と市執行部との

やり取り等を一言一句お伝えする事は叶いません。そのことを踏ま

え編集委員一同、市民の皆様へいかに分かりやすく議会の内容をお

伝えできるか、精査編集しております。また、小松市議会ホームペ

ージでは、会議録の閲覧や議会生中継と録画配信を行っており、併せてご覧いた

だければ幸いです。

　これからも市民の皆様にはご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 (吉村　範明)

サンライズ石油サンライズ石油

〒923-0801 石川県小松市園町ホ148-1

☎（0761）23-0031 FAX（0761）23-0032

❶ 道の駅こまつ木場潟（11/1〜11/8）

❷ J Aあぐり（11/21〜11/29）

こまつもんをたくさん食べて、笑顔になろう！

新規就農者募集中！JA 小松市イメージキャラクター

こまとちゃん

不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●11月14日㈯ ●12月19日㈯ ９時～11時30分会場 ●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

議会だより編集委員会

委員長　　南藤　陽一

副委員長　竹田　良平

委　員　　岡山　晃宏

　　　　　東　　浩一

　　　　　吉田　寛治

　　　　　吉村　範明

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市

イメージキャラクター

カブッキー

日 月 火 水 木 金 土

予 定 12月定例会の日程
※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138
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要チ
ェ
ッ
ク
！

11月30日には

市長による提案説明、

12月4・8・9日には

市政に対する質問、

12月16日には

予算案の質疑、

12月23日には

委員長報告等が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が行われます

のでぜひご覧ください。

本会議（開会）

予算決算常任委員会

総括質疑

議会運営委員会

本会議（閉会）

一般質問

予算決算

常任委員会

議会運営委員会

一般質問
常任委員会

（分科会）

代表質問

一般質問

特別委員会

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載

編 集 後 記


